
活動報告（６月リポート）

担当：静岡県西部農林事務所 農村整備課

６月15日（木）、「ふじのくに美しく品格のある邑」に登録されている「地域い

きいき共生！恩地町環境みどり会」（浜松市南区）が芳川北小学校児童（93名）と

ずだじこども園園児（70名）を対象にジャガイモの収穫体験会を行いました。

恩地町環境みどり会は、食の大切さを子供たちに知ってもらうため、町内の子供

たちを対象に食育活動を15年間続けています。また、浜松学院中等部の授業（サ

ツマイモの苗植え、収穫、干し芋への加工、販売を通して食について学ぶ）の一環

で、学生に公会堂横の畑を貸し出しています。

当日は、元気な小学生たちの挨拶から始まり、賑やかな収穫体験会となりました。

体験した児童や園児は、畑の匂いや感触、自分達が掘ったジャガイモの大きさ・

色・形を楽しんだり、収穫したジャガイモの食べ方について思い思いに考えていま

した。収穫後は、満面の笑みで、ビニール袋がはちきれんばかりのジャガイモを持

ち帰っていました。

西部農林事務所では、今後も食育活動に力を入れる恩地町環境みどり会の広報支

援を継続していきます。

表題：恩地町環境みどり会がジャガイモの収穫体験会を行

いました

日時：令和５年６月 1５日（木）

場所：静岡県浜松市

（体験会の様子）


